


今後の道路行政についての意見・提案 
①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など     岩手県平泉町 

  道路は、経済・社会基盤を形成する広域的な交通機能と通勤・通学・買い物等あらゆる日常生活を支える地域の生活道路としてまた、緊

急時・災害時における避難路・輸送路として、地域住民や経済社会活動を支える最も基礎的な社会資本である。 

  地方における豊かな生活基盤を確立し、地域の自立と活力の強化を図り、誇れる郷土を形成するため、安全安心の確保、環境の保全と

豊かな生活環境の創造を実現しながら、根幹的な社会資本である道路の着実な整備と良好な道路機能の確保を進める必要がある。 

  真に必要な道路整備を進めるとともに維持管理にも充分な財源の確保が求められる。 

様式 ① 

 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－１ 地域の現状と抱える課題        岩手県平泉町

○課題 ○現状 

 平泉町内の道路網は、南北に国道４号及び主要地方道一関北上

線、東西に主要地方道平泉厳美渓線及び県道相川平泉線が整備され

ており幹線道路は国県道により接続されている。 

 各集落から幹線道路を結ぶ町道の総延長２５３ＫＭ改良率７０．９％

舗装率は５６．８％である。 

 町の特徴は観光客の入り込み数が２，０５１，７００人(平成１９年)とな

っている。世界遺産登録を目指しており更なる増加が見込まれる。 

  

  

 

  人口減少が続いており、財政規模も縮小傾向である。 

道路事業については、予算縮小のあおりを受け新規着工の先送り

など厳しい状況である。 

  真に必要な道路の整備をするため、住民参加による意見集約を

図り、安心安全のまちづくりのためより効果的な道路整備が求めら

れている。 

  

様式 ② 

 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－２ 地域の目指すべき将来像 

岩手県平泉町 

・ 歴史・文化観光の推進と農業との連携 

・ 世界文化遺産登録への取り組み 

・ 快適な居住環境の整備 

・ 保健・医療・福祉が連携した介護体制が構築された安心・安全な町 

様式 ③  



今後の道路行政についての意見・提案 
岩手県平泉町 ③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 

○期待する効果や評価等 ○重点事項 ○代表事例 ○その他 

 

・地域の活性化 中尊寺通りまちなみ整備検討会  

・ＪＲ平泉駅から中尊寺周辺に至る道路及び街

並み整備について検討 

 

 

中尊寺通り街並整備について周辺の歴史

的景観や農村景観、自然景観などの文化

的景観について沿線地域住民と行政が一

体となって整備に向け協議しており景観の

保全と道路整備について真摯に取り組ん

でいる。 

 

様式 ④ 
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